
五木地域における林業の成長産業化に向けたロードマップ（案）

課題 短期的取組 ２８年度 ２９年度 ３０年度 目指す成果

森林情報
の共有・
活用

基本的な情報を反映
した共通図面の作
成・共有

共有化された森林情報の
活用により、施業集約化や
路網整備、高性能林業機
械の導入等について戦略
的に展開

施業計画や施業履歴
のＧＩＳ化

路網整備
の戦略的
展開

中長期的な路網計画
の検討

路網の整備について、森
林・林業を取り巻く情勢の
将来変化を見据えながら戦
略的に展開

路網の連結や規格の
統一の検討

コストの低
減と収益
の確保

中間土場の活用、協
調出荷やシステム販
売等の検討 伐採・造林の一貫作業シス

テム等の積極的な導入や
施業技術の開発・実証等に
より、主伐から造林・保育ま
でトータルとしてコスト縮減
を推進

高性能林業機械の共
同運用の検討

伐採・造林の一貫作
業システムの積極的
導入の検討

データ収集
（施業計画・履歴）

先駆的な手法について、順次、事業レベルで実証

実証結果の普及・定着に向け、現地検討会を実施

共同運用の実施
（効果の検証もあわせて実施）

運用条件等の
整理

森林情報活用
ＷＧ

路網戦略
ＷＧ

コスト低減
ＷＧ

調整ができ次第、各取組を実施
（中間土場は整備完了次第、取組開始）

施業計画等の
調整

調整ができ次第、整備を実施
（財政事情にも配慮しつつ取組を推進）

中長期的な路網計画についても調整
（連結箇所や規格もあわせて検討）

当面の路網計画
を調整

具体的な連結箇所や
規格についてもあわ
せて調整

資料４

図面の
共有

データ収集
（図面・基本情報）

データの
共有

次期協定（予定）（H30～）当期協定（H25～H29）（協定期間）


